
令和７年度（継続）市民参加推進調査シート 新規　・　継続

6 年 4 月 8 年 12 月 （ 2 年 9 か月間）

審議会等 審議会等

パブリックコメント パブリックコメント

市民説明会 市民説明会

ワークショップ ワークショップ

市民及び来庁者ｱﾝｹｰﾄ、市民ﾌｫｰﾗﾑ） その他（ 市民及び来庁者ｱﾝｹｰﾄ ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

未定 人 ： 未定 人 8 人 ： 2 人

回 回

無※ 無※

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

活用方法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映
意見を参考に庁舎整備基本構想素案を作成

する

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開

計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開

委員名簿公開 公開 委員名簿公開 公開

内容

R6：庁舎整備の検討経過について

R7：基本構想素案について

R8：パブコメについて

内容
R6：庁舎整備の検討経過について

R7：基本構想素案について

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

開催日

R6：2月

R7：4、6、8、10、2月

R8：6、10月

開催日
R6：2/3

R7：4/14、6/30、8/19、10/31、3/6

回数 8 回数 6

委員構成内訳
公募市民２人、学識経験者２人、

公共的団体６人
委員構成内訳

公募市民１人、学識経験者４人、

公共的団体５人

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

予　定（R6,R7,R8） 実　績（R6,R7）

委員任期 R7.2 審議期間 委員任期 R7.2.3 審議期間

備考 ※R6.4～R8.3の２年の期間を予定していたが、R8.12まで（２年９か月間）に延長する。

審議会等の名称 安城市庁舎整備審議会 設置根拠 法律・条例

市民参加の

手法

予　定（R6～R8） 実　績（R6,R7）

その他（

（効果があった点等）

市民参加の手法を複数組み合わせ、市民の多様

な意見が反映されるよう努める。

市民参加の手法を複数組み合わせ、市民の多様な意見

を把握することができた。

１　概要

対象事項の

概要
庁舎整備に伴い、庁舎整備基本構想を策定する。

ガイドライン

の遵守

予　定（R6～R8） 実　績（R6,R7）

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～10頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～10頁)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和 ～令和

資料１－１

Ｎｏ． 1 対象事項 安城市庁舎整備基本構想の策定

課名 庁舎整備課 対象区分 （２）計画の策定・変更
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（２）パブリックコメント

8 年 7 月頃 ～

日間 日間

件 件 人

8 年 10 月頃 ～

（４）ワークショップ

6 年 月頃

7 年 月頃

8 年 月頃

回 回

80 人 約 25 人/回 累計 298 人

成果物の公開 公開 非公開 成果物の公開 公開 非公開

傍聴 公開 非公開 傍聴 公開 非公開

構成内訳
（R6）公募市民５０人

（R7）公募市民３０人
構成内訳

R6:公募市民16人、市職員９人

R7:公募市民50人

メンバーの公募 する しない メンバーの公募 した しなかった

内容

R6：

１　現庁舎の課題抽出

２　庁舎に求めること・庁舎整備手

法

R7：未定

内容

R6：

１　庁舎タンケン！現況の強みと弱み

２　つくろう！過ごし方の物語

R7：

１　未来×庁舎　自主研究プロジェクト

２　庁舎整備エリアに関すること

人数 延べ 人数

回数 12 回数 10

場所
R6：未定

R7：へきしんギャラクシープラザ
場所

R6:へきしんギャラクシープラザ

R7:へきしんギャラクシープラザ、さく

ら庁舎

開催日

令和 12～１

開催日

R6:11/10、12/8

R7:7/13、8/31、10/19、11/16、

12/14、1/25、2/15、3/15

令和 7～3

令和 4

備考 備考

予　定（R6,R7） 実　績（R6,R7）

工夫点

・担当課窓口だけでなく複数の市の

施設等に設置し、より多くの市民の

目に触れるようにする

・市民協働課が実施するパブリック

コメントに関するｅモニターアン

ケートに掲載を依頼し、計画の周知

を図る

意見の反映

結果公表時期 令和 結果公表時期

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、市公式LINE

市民交流センター、中央及び地区公

民館（11か所）、図書情報館（アン

フォーレ内）、行政課窓口

周知方法

（設置場所）

想定件数 100 提出件数

意見募集期間 令和 意見募集期間

日数 30 日数

備考

※庁舎整備に関する基本構想を策定する

ものであるため、年度毎の実績はなし

備考

※庁舎整備に関する基本構想を策定するも

のであるため、年度毎の実績はなし

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/chousyasei

bishingikai.html

予　定（R８） 実　績（R8）

2



（５）その他（市民アンケート）

6 年 8 月頃 ～

部 部

郵送 部

web 部

6 年 11 月頃

（５）その他（来庁者アンケート）

年 月頃 ～

部 部

年 月頃

（６）その他（市民フォーラム）

8 年 12 月頃

日間 日間

人 人

□ □ □

備考 備考

周知方法
広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト
周知方法

活用方法 今後の庁舎整備の基礎資料 意見の反映

公開 公開 非公開 公開 公開 非公開

人数 100 人数

構成内訳 市民 構成内訳

場所 アンフォーレ 場所

内容 未定 内容

開催日 令和 開催日

回数 1 回数

備考 備考

予　定（R8） 実　績（　　）

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和7年1月

活用方法 意見の反映 庁舎整備基本構想の基礎資料とする

回収数 491 部 （回収率 － ％）

配布予定数 配布数 －

回収見込数 部 （回収率 ％）

調査方法 調査方法
各課窓口及び庁舎１階ロビーでの調査

員による配布

調査時期 令和 調査時期 R6.8.1 R6.8.7

調査対象 調査対象 来庁者

抽出方法 抽出方法

備考 来庁者アンケートも検討する 備考

予　定（R6） 実　績（R6）

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和7年1月

活用方法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 庁舎整備基本構想の基礎資料とする

回収数
815

（回収率 43.4 ％）
488

配布予定数 3,000 配布数 3,000

回収見込数 1,800 部 （回収率 60 ％）

調査方法 調査票郵送配布、郵送・Web回収 調査方法 調査票郵送配布、郵送・Web回収

調査時期 令和 調査時期 R6.7.29 R6.8.19

調査対象 市内在住1８歳以上の男女 調査対象 市内在住1６歳以上の男女

抽出方法 無作為抽出 抽出方法 無作為抽出

備考 備考

掲載URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/chou

syakenkyusitsu.html

予　定（R6） 実　績（R6）

周知方法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト、市公式LINE

活用方法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 市民目線の課題や求めることを把握できた

予定調査時は

未定
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なし

３　実施期間以外での市民参加の実績について
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令和７年度（継続）　市民参加推進調査シート（対象事項の概要）

R6:

R7:

R8:

・

　・

・

　・

　・

特記事項なし

市民フォーラム

■補足説明・現行計画の概要

ワークショップ

２⑥

ワークショップ

２⑦

審議会⑦ パブリックコメント 審議会⑧

10月 11月 12月 1月 2月 3月

R８年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月

審議会⑤
ワークショップ

③

ワークショップ２① ワークショップ２② ワークショップ２③ ワークショップ２④

審議会⑥
ワークショップ

２⑤

審議会② 審議会③ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ①
審議会④

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ②

2月 3月

10月 11月 12月 1月 2月 3月

R７年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月

市民アンケート

来庁者アンケート
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ① ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ② 審議会①

11月 12月 1月

■策定の根拠（背景）

現庁舎は老朽化、分散化、狭あい化等の問題を抱えており、市民サービスと業務効率の低下を招いて

いる。

令和３年度末に庁舎整備基金条例を制定している。

市長選挙におけるマニフェストで「大規模災害に対応する防災センター機能を持つ市民に開かれた庁

舎の構築」が掲げられている。

令和５年３月議会で市長が「庁舎整備に向けた組織体制やプロセスなどについて、内部会議体を立ち

上げ協議を進めてまいります」との答弁をしている。

以上により、建て替えを含めた庁舎の在り方を総合的に検討する時期に来ていることから、庁舎整備

の方針を明らかにするため、構想の策定を目指す。

■策定期間における市民参加のスケジュール

R６年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

9,823 千円

■計画の概要

現庁舎の課題の解決のため、庁舎整備の方針を明らかにし、基本となる方向性を定める。

《策定に関する掲載ページ：https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/chousyaseibi.html》

《策定に関する掲載ページID：28449》

意見を反映できる余地 余地がある・ある程度余地がある・あまり余地がない

予算額

18,975 千円

上記の理由
法令等による制限がなく、市の判断により内容を検討しつつ

構想が策定可能であるため。
11,519 千円

【事業概要及びスケジュール】

様式１－２

Ｎｏ． 1 対象事項 安城市庁舎整備基本構想の策定

課名 庁舎整備課 対象市民 全安城市民
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令和７年度（継続）市民参加推進調査シート 新規　・　継続

7 年 4 月 9 年 3 月 （ 2 年 0 か月間）

審議会等 審議会等

パブリックコメント パブリックコメント

市民説明会 市民説明会

ワークショップ ワークショップ

その他（ ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

10 人 ： 7 人 12 人 ： 5 人

回 回

無 無年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開

計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開

委員名簿公開 公開 委員名簿公開 公開

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

回数 7 回数 2

内容

R7：現計画進捗管理、アンケートに

ついて

R8：素案作成、パブリックコメント

について

内容
R7：現計画及び新計画概要について、アン

ケートについて

開催日
R7：9、11月

開催日
R7：9/30、11/5

R8：５、７、９、10、2月

委員構成内訳

公募市民（当事者）2人、地域福祉関

係者4人、医療関係者2人、教育関係

者2人、雇用関係者1人、保健関係者1

人、企業等関係者1人、当事者団体代

表者3人、事業所関係者1人

委員構成内訳

公募市民（当事者）2人、地域住民関

係者1人、福祉関係者4人、医療関係者

2人、教育関係者2人、雇用関係者1

人、保健関係者1人、企業等関係者1

人、当事者団体代表者3人

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

委員任期 R7.4.1 R9.3.31 委員任期 R7.9.30 R9.3.31

備考

審議会等の名称 安城市障害者福祉計画策定委員会 設置根拠 法律・条例

実施期間 令和 ～令和

市民参加の

手法

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

その他（ 市民アンケート、ワークショップ） 市民アンケート、ワークショップ

１　概要

対象事項の

概要

障害者基本法に基づく「安城市障害者計画」、障害者総合支援法に基づく「安城市障害福祉

計画」及び児童福祉法に基づく「安城市障害児福祉計画」を一体的に策定する。

課名 障害福祉課 対象区分 （２）計画の策定・変更

ガイドライン

の遵守

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～10頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～10頁)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

様式１-１

Ｎｏ． 2 対象事項 安城市障害者福祉計画（令和9年度～令和14年度）の策定

（効果があった点等）

市民参加の手法を4つ組み合わせ、市民の多様な

意見が反映されるよう努める。

R7はパブリックコメント以外の手法について実施

し、多角的な意見を聴取できた。
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（２）パブリックコメント

8 年 12 月頃 ～

日間 日間

件 （前回：７件３人） 件 人

9 年 3 月頃

（４）ワークショップ

7～8 年

回程度 回

人 人

備考
各事業者・団体の代表者との意見交換を

目的とするため、公募・傍聴は無し
備考

各事業者・団体の代表者との意見交換を目

的とするため、公募・傍聴は無し

周知方法 特定の団体に参加を依頼する 周知方法 特定の団体に参加を依頼した

活用方法 安城市の課題及び現状把握 意見の反映
意見を参考に計画における課題やニーズを

整理し策定を進める

成果物の公開 公開 非公開 成果物の公開 公開 非公開

傍聴 公開 非公開 傍聴 公開 非公開

メンバーの公募 する しない メンバーの公募 した しなかった

人数 20 人数 16

構成内訳
市内の障害福祉事業者、障害当事者団

体、ボランティア団体　ほか
構成内訳

市内の障害福祉事業者、障害当事者団

体、ボランティア団体

場所 未定 場所 へきしんギャラクシープラザ

内容
市内関係団体との障害者福祉に関する

意見交換ほか
内容

市内関係団体との障害者福祉に関する意見

交換ほか

開催日 令和 時期未定 開催日 R7:2/26

回数 3 回数 1

備考 備考

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

工夫点

・公共施設等に設置し、より多くの市

民の目に触れるようにする

・市民協働課が実施するパブリックコ

メントに関するｅモニターアンケート

に掲載を依頼し、計画の周知を図る

意見の反映

結果公表時期 令和 結果公表時期

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、市公式LINE

市民交流センター、中央及び地区公民

館（11か所）、図書情報館（アン

フォーレ内）、あんステップ♬、東祥

アリーナ安城、青少年の家、社会福祉

会館、福祉センター（8か所）、障害

福祉課窓口

周知方法

（設置場所）

想定件数 7 提出件数

意見募集期間 令和 意見募集期間

日数 30 日数

備考 備考

議事録URL:

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/f

ukushikaigo/shogai/shogaishafukushik

eikaku-r9-iinkai.html

予　定（R8） 実　績（R8）

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

活用方法 計画策定のための基礎資料 意見の反映 意見を参考にアンケート調査項目を修正
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（５）その他（アンケート）

7 年 11 月頃 ～

部

部
計 部 計5,400部

郵送 部

Web 部

8 年 6 月頃

なし

備考 備考

３　実施期間以外での市民参加の実績について

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和8年6月頃

活用方法 安城市の課題及び現状把握 意見の反映
意見を参考に計画における課題やニー

ズを整理し策定を進める

％） 回収数
2,106

（回収率 54.5 ％）
836

配布予定数
①2,600

②1,400
4,000部 配布数

①2,400

②600

③1,400

④1,000

回収見込数 2,400 部 （回収率 60

調査方法 郵送配布、郵送又はweb回収 調査方法 郵送配布、郵送又はweb回収

調査時期 令和 調査時期 R7.12.17 R8.1.9

調査対象
①障害のある人（難病患者含む）

②一般市民
調査対象

①18歳以上の障害のある人（難病患者

含む）

②18歳未満の障害のある人

③18歳以上の一般市民

④18歳未満の一般市民

抽出方法 無作為抽出 抽出方法
①②③無作為抽出

④10～17歳で無作為抽出

予　定（R7） 実　績（R7）
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令和７年度（継続）　市民参加推進調査シート（対象事項の概要）

・

・

・

・

・

・

委員会⑥

■補足説明・現行計画の概要

次期障害者福祉計画では、現行の障害者福祉計画の方向性を引継ぎつつ、社会情勢、国の動き及び課題な

どを踏まえ、必要に応じて新施策等を盛り込む予定

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾒﾝﾄ
委員会⑦

委員会⑤

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

②③

委員会③ 委員会④

3月

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

①

R８年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

3月

委員会① 委員会② アンケート

9月 10月 11月 12月 1月 2月

■計画期間

令和9年度～令和14年度（6か年）

■策定期間における市民参加のスケジュール

R７年度

4月 5月 6月 7月 8月

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

各法令に基づき、安城市障害者計画、安城市障害福祉計画及び安城市障害児福祉計画を策定し、3計

画を合わせて、「安城市障害者福祉計画」を策定する。

安城市障害者計画では、本市における障害者施策全般に関わる理念や基本的な方針、目標を定める。

安城市障害福祉計画及び安城市障害児福祉計画では、障害のある人の地域生活や一般就労等の支援に

向けて達成すべき目標を定めるとともに、障害福祉サービス、地域生活支援事業、障害児通所支援等

の見込量や見込量を確保するための方策を定める。

《策定に関する掲載ページ：

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/fukushikaigo/shogai/syougaisyafukusikeikaku.html》

《策定に関する掲載ページID：18344》

■策定の根拠（背景）

障害者基本法第11条第3項に規定する市町村障害者計画

障害者総合支援法第88条第1項に規定する市町村障害福祉計画

児童福祉法第33条の20第1項に規定する市町村障害児福祉計画

意見を反映できる余地 余地がある・ある程度余地がある・あまり余地がない

予算額

R7：6,000 千円

上記の理由
法令に基づき策定するが、地域の実情に合わせた計画の策定

が可能なため。
R8：6,908 千円

課名 障害福祉課 対象市民 全安城市民

様式１－２

Ｎｏ． 2 対象事項 安城市障害者福祉計画（令和9年度～令和14年度）の策定

9



（現行計画の概要）

＜第5次安城市障害者計画＞

《基本理念》 「わかりあい　みとめあい　ささえあう　～みんな　しあわせ　安城市～」

 

《基本的視点》                                                                                               《重点施策》

１　障害のある人の尊厳と自立を尊重します                                            １　親亡き後を見据えた支援

２　障害特性等に配慮したきめ細かい支援に努めます                              ２　相談支援の充実

３　「心のバリアフリー」が地域全体に広がるよう心掛けます                ３　就労支援の充実

 ＜第7期安城市障害福祉計画・第３期安城市障害児福祉計画＞

１　福祉施設の入所者の地域生活への移行　　２　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

３　地域生活支援の充実　　４　福祉的就労等から一般就労への移行等　　５　障害児支援の提供体制の整備等

６　相談支援体制の充実・強化等　　７　障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築

《施策の分野》

１ 生活環境 ２ 生活支援 ３ 相談・情報提供

４ 療育・教育・子育て ５ 保健・医療 ６ 雇用・就労

７ 啓発・広報

《施策の分野》

１ 生活環境 ２ 生活支援 ３ 相談・情報提供

４ 療育・教育・子育て ５ 保健・医療 ６ 雇用・就労

７ 啓発・広報

10



令和７年度（継続）市民参加推進調査シート 新規　・　継続

7 年 10 月 9 年 3 月 （ 1 年 6 か月間）

審議会等 審議会等

パブリックコメント パブリックコメント

市民説明会 市民説明会

ワークショップ ワークショップ

アンケート ） その他（ アンケート ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

10 人 ： 5 人 11 人 ： 5 人

回 回

計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

回数 6 回数 1

内容

R7：現計画進捗管理、アンケートにつ

いて

R8：計画案作成、パブリックコメント

について

内容 R7：現計画進捗管理、アンケートについて

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

法律・条例

委員の男女比 （男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

開催日
R7：10

R8：5、7、9、11、1月

R7：11/4
開催日

様式１-１

Ｎｏ． 3 対象事項
あんジョイプラン11（第9次安城市高齢者福祉計画・第10期安城市介護保

険事業計画）の策定

（効果があった点等）

ガイドラインの全てのチェック項目にチェック

ができるように努める。
公募市民の意見を聴取することができた。

１　概要

対象事項の

概要

高齢者の福祉全般にわたる施策に関する高齢者福祉計画及び介護保険事業運営の基本となる

介護保険事業計画を策定する。

課名 高齢福祉課 対象区分 （２）計画の策定・変更

ガイドライン

の遵守

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～10頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～10頁)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間

市民参加の

手法

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

令和 ～令和

その他（

委員構成内訳

学識経験者1人、福祉・医療・保健の

関係者6人、介護保険の被保険者6人

（うち公募市民２人）、介護サービス

事業者又は介護予防サービス事業者を

代表する者2人。

委員構成内訳

学識経験者1人、福祉、医療又は保健の関

係者6人、介護サービス事業者又は介護予

防サービス事業者を代表する者2人、被用

者保険者を代表する者1人、介護保険の被

保険者6人（うち公募市民2人）。

予　定（R7,R8） 実　績（R7）

委員任期 R7.10 R9.3.31 委員任期 R7.10 R9.3.31

備考

審議会等の名称
あんジョイプラン11（第9次安城市高齢者福祉計

画・第10期安城市介護保険事業計画）策定委員
設置根拠

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開

委員名簿公開 公開 委員名簿公開 公開
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無 無

（２）パブリックコメント

8 年 12 月頃 ～

日間 日間

件 （前回106件　8人） 件 人

9 年 2 月頃

（４）ワークショップ（懇話会）

7 年 月頃 R7:2/24,3/4,3/6,3/12,3/24

回 回

程度

メンバーの公募 メンバーの公募

傍聴 傍聴

した しなかった※１する しない

活用方法
高齢者施策の方向性を検討するための

基礎資料とする。
意見の反映 意見を参考に計画案を策定する。

成果物の公開

公開 非公開 公開

5回数 回数

令和
開催日

未定
開催日

R7:5

結果公表時期 令和 結果公表時期

備考 備考

予　定（R7） 実　績（R7）

想定件数 106 提出件数

工夫点

・市施設等に設置し、より多くの市民

の目に触れるようにする

・市民協働課が実施するパブリックコ

メントに関するｅモニターアンケート

に掲載を依頼し、計画の周知を図る

意見の反映

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

日数 31 日数

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、市公式LINE

市民交流センター、中央及び地区公民

館（11か所）、図書情報館（アン

フォーレ内）、福祉センター（8か

所）、高齢福祉課窓口

周知方法

（設置場所）

活用方法 プラン策定のための基礎資料 意見の反映 プラン策定のための基礎資料

意見募集期間 令和 意見募集期間

備考 備考

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開

議事録URL:

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/f

ukushikaigo/kaigo/plan/anjoy11iinkai.

html

予　定（R8） 実　績（R8）

公開※２ 非公開
周知方法 未定 周知方法 なし

成果物の公開

場所

延60人

構成内訳 介護の専門職を交えて開催する予定 構成内訳
老人クラブ連合会、認知症地域支援部

会等

内容 未定 内容 地域づくり、認知症施策、介護人材確保等

人数 未定 人数

市役所会議室等 市役所会議室等場所

非公開
公開 非公開
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（５）その他（アンケート）

7 年 12 月頃 ～

部

郵送 部

Web 部

8 年 2 月頃

なし

３　実施期間以外での市民参加の実績について

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和８年４月頃

活用方法
高齢者施策の課題及び方向性を検討す

るための基礎資料とする

回収見込数 4,380 部 （回収率 60

備考 備考

意見の反映
高齢者施策の課題及び方向性を検討す

るための基礎資料とする

％） 回収数
3,091

（回収率 52.7 ％）

調査対象

1，要介護認定を受けていない高齢者

2，要介護認定を受けている人

3，40～64歳の市民

4，介護サービス事業所の管理者

調査対象

1，要介護認定を受けていない高齢者

2，要介護認定を受けている人

3，40～64歳の市民

4，介護サービス事業所の管理者

抽出方法 無作為抽出 抽出方法 無作為抽出、特定のサービス事業所

予　定（R7） 実　績（R7）

（1：2,700部、2：1,800部、

3：2,000部、4：945部）

調査方法 調査票郵送配布、郵送・web回収 調査方法 調査票郵送配布、郵送・web回収

調査時期 令和 調査時期 R7.12 R8.1

配布予定数
約7,300部（うち、1：2,700部、2：1,800部、

3：2,000部、4：846部）を予定
配布数 7,445

836

備考 備考

※１　定例会議と合同開催とし、各会議は

一般公開していないため非公開

※２　策定委員会にて報告及びHP

（https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu

/fukushikaigo/kaigo/plan/anjoy11iinka

i.html）にて資料を公開
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令和７年度（継続）　市民参加推進調査シート（対象事項の概要）

・

・

・

審議会④ 審議会⑤
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾒﾝﾄ
審議会⑥

審議会

②
審議会③

R8年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

②～⑤

■策定期間における市民参加のスケジュール

R7年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月

審議会

①
ｱﾝｹｰﾄ

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

①

令和９年度～令和11年度（3か年）

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

介護保険法117条及び老人福祉法20条の8に基づき、高齢者に関する福祉施策全般の方針となる「高

齢者福祉計画」及び介護保険事業運営の基本となる「介護保険事業計画」を策定する。

《策定に関する掲載ページ：

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/fukushikaigo/kaigo/plan/anjoy11iinkai.html》

《策定に関する掲載ページID：30569》

■策定の根拠（背景）

（市町村老人福祉計画）

第二十条の八　市町村は、老人居宅生活支援事業及び老人福祉施設による事業（以下「老人福祉事

業」という。）の供給体制の確保に関する計画（以下「市町村老人福祉計画」という。）を定めるも

（市町村介護保険事業計画）

第百十七条　市町村は、基本指針に即して、三年を一期とする当該市町村が行う介護保険事業に係る

保険給付の円滑な実施に関する計画（以下「市町村介護保険事業計画」という。）を定めるものとす

る。

6　市町村介護保険事業計画は、老人福祉法第二十条の八第一項に規定する市町村老人福祉計画と一

体のものとして作成されなければならない。

■計画期間

意見を反映できる余地 余地がある・ある程度余地がある・あまり余地がない

予算額

R7：12,980 千円

上記の理由
国が策定方針を定めるが、施策については市の現状に応じて

策定できるため。
R8：  6,520 千円

課名 高齢福祉課 対象市民 40歳以上の市民（介護保険被保険者）

様式１－２

Ｎｏ． 3 対象事項
あんジョイプラン11（第9次安城市高齢者福祉計画・第10期安

城市介護保険事業計画）の策定
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高齢者福祉計画は、すべての高齢者を視野に入れ、介護給付対象とならない高齢者の福祉サービスはもと

より、地域における高齢者の福祉全般にわたる施策も含んでいます。介護保険事業計画は、介護保険サー

ビスの種類ごとの見込み量等について定め、保険料を算定するなど、介護保険事業運営の基本となる計画

です。

高齢者福祉計画と介護保険事業計画を一体的に策定した計画を本市では、「あんジョイプラン」と呼んで

おり、３年ごとに策定しております。

＜あんジョイプラン10＞

　基本理念「健康で　生きがい・ふれあい・安心を育むまち」

　　　　　　　基本目標1　健康と生きがいづくり、介護予防の推進

　　　　　　　基本目標2　地域でふれあい、安心して生活できるまちづくりの推進

　　　　　　　基本目標3　介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運用

　　　　　　　重点施策1　介護予防と生活支援の充実

　　　　　　　重点施策2　在宅生活の支援

　　　　　　　重点施策3　介護者に対する支援

　　　　　　　重点施策4　介護人材の確保・離職防止

　　　　　　　重点施策5　的額で質の高いサービスの提供

■補足説明・現行計画の概要
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令和７年度（継続）市民参加推進調査シート 新規　・　継続

6 年 10 月 8 年 6 月 （ 1 年 9 か月間）

（審議会等※2） （審議会等※2）

パブリックコメント パブリックコメント

市民説明会 市民説明会

ワークショップ ワークショップ

アンケート ） その他（ ｱﾝｹｰﾄ、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、現場視察会 ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

4 人 ： 2 人 4 人 ： 2 人

回 回

無 無※2

活用方法 計画策定のための基礎資料 意見の反映
専門的見地からの意見を業務に反映し

た

年度毎の実績 年度毎の実績

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

公開 非公開 公開 非公開

計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開

内容 内容

回数 回数5 4

基本構想案について 基本構想案について

委員名簿公開 公開 委員名簿公開 公開

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

R6：1、3月 R6：1/16、3/18

R7：6、9、12月 R7:6/20、11/13

委員構成内訳
学識経験者3人、公共的団体2人、企

業関係者1人
委員構成内訳

学識経験者3人、公共的団体2人、企業

関係者1人　※1

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

開催日 開催日

R8：

予　定（R6※,R7） 実　績（R6,R7）

委員任期 R7.1.16 R8.3.31 委員任期 R7.1.16 R8.6.30

備考

※1　令和5年度末の予定照会時は未定のため令和6年度予定未評価

※2　審議会等は、会議等の公開はしているものの公募市民がなく意見の反映が難しいため市民参加の手

法の一つとしてカウントしないものとする

※R6.10～R8.3の期間を予定していたが、R8.6まで延長する。

審議会等の名称 地区公園基本構想策定委員会 設置根拠 法律・条例

市民参加の

手法

予　定（R6※1～R8） 実　績（R6,R7）

その他（

（効果があった点等）

市民参加の手法を4つ組み合わせ、市民の多様

な意見が反映されるよう努める。

アンケート、ワークショップ、シンポジウム、現場視

察会を開催し、多様な意見を把握することができた。

１　概要

対象事項の

概要
地区公園再整備基本構想を策定する。

ガイドライン

の遵守

予　定（R6～R8） 実　績（R6,R7）

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～10頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～10頁)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和 ～令和

様式１－１

Ｎｏ． 4 対象事項 地区公園再整備基本構想の策定

課名 公園緑地課 対象区分 （２）計画の策定・変更

16



（２）パブリックコメント

8 年 4 月頃 ～

日間 日間

件 件 人

8 年 6 月頃

（４）ワークショップ

7 年

回 回

人 約 35 人／回 累計 139 人

活用方法 公園基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 参加者の意見を基本構想に反映する

備考
※令和5年度末の予定照会時は未定のため

令和6年度予定未評価
備考

ワークショップ開催に先立ち、現状を把握

するため、参加予定者を対象として1/19に

現場視察会（柿田公園、秋葉公園、堀内公

園、川島河川敷公園）を開催。参加者８

名。

掲載URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/tanoshimu/

koen/tikukoen-workshop.html

成果物の公開 成果物の公開

周知方法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト 周知方法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト

傍聴 公開 非公開 傍聴 公開 非公開

人数 人数

回数 回数

公園の将来像について考える

メンバーの公募 する しない メンバーの公募

構成内訳 構成内訳

場所 アンフォーレ、へきしんギャラクシープラザ 場所 ｱﾝﾌｫｰﾚ、へきしんｷﾞｬﾗｸｼｰﾌﾟﾗｻﾞ

開催日 令和 開催日

内容 内容

日数 日数

周知方法

（設置場所）

周知方法

（設置場所）

30

広報あんじょう、市公式ウィブサイ

ト、市公式LINE

市民交流センター、中央及び地区公

民館（11か所）、図書情報館（アン

フォーレ内）、公園緑地課窓口

結果公表時期 結果公表時期

想定件数 5 提出件数

工夫点
・市の施設等に設置し、より多くの

市民の目に触れるようにする
意見の反映

令和

備考

・専門的な見地で意見を求めるため

公募市民なし

※令和5年度末の予定照会時は未定のため

令和6年度予定未評価
備考

※1専門的な見地で意見を求めるため公

募市民なし

※2地区公園の再整備に関する基本構想

（コンセプト）を策定するものである

ため、年度毎の実績はなし

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/tanoshimu/koen/t

ikukouensakuteiiinkai.html

意見募集期間 令和 意見募集期間

予　定（R8） 実　績（R8）

備考 備考

予　定（R6※,R7） 実　績（R6,R7）

2、5、8、11月頃 R7：2/23、5/11、8/24、11/9

4 4

公園の将来像について考える

40

公園利用者や市民など 公園利用者や市民など

しなかった

公開 非公開 公開 非公開

した
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（５）その他（アンケート）

6 年 10 月頃 ～

部 部

郵送 部

Web 部

7 年 9 月頃

（５）その他（シンポジウム）

回

なし

活用方法 公園のニーズの把握 意見の反映
意見は、専門家による委員会やワーク

ショップの資料として活用する

結果公表時期 結果公表時期 令和8年6月頃

693 部 （回収率 46 ％） 回収数 （回収率 46.4 ％）
392

令和

抽出方法 無作為抽出 抽出方法 無作為抽出

調査方法 調査方法調査票郵送配布、郵送・web回収 調査票郵送配布、郵送・web回収

304

調査時期 調査時期令和 R6.10.16 R6.11.8

配布予定数 1,500 配布数 1,500

回収見込数

調査対象 市内在住15歳以上の男女 調査対象 市内在住15歳以上の男女

予　定（R6※） 実　績（R6）

備考
※令和5年度末の予定照会時は未定のため

令和6年度予定未評価
備考

予　定（R6※） 実　績（R7）

開催日 開催日 R7:11/6

回数 回数 1

場所 場所 ららぽーと安城　SAISONスタジアム

内容 内容

公園やまちづくりの専門家を招いて、

公園の使い方や過ごし方をみんなで考

える。

人数 人数 262人

構成内訳 構成内訳 公募市民、市職員

公開 公開 非公開

３　実施期間以外での市民参加の実績について

周知方法 周知方法

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、ららぽーと安城ウェブサイト、

商工会議所メールマガジン

活用方法 意見の反映 参加者の意見を基本構想に反映する

備考 備考

掲載URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/tanoshim

u/koen/koensymposium.html
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令和７年度（継続）　市民参加推進調査シート（対象事項の概要）

《策定に関する掲載ページ：https://www.city.anjo.aichi.jp/tanoshimu/koen/tikukoenkihonkosou.html》

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾒﾝﾄ
委員会⑤

R８年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

委員会③ 委員会④

3月

ﾜｰｸ

ｼｮｯﾌﾟ②

ﾜｰｸ

ｼｮｯﾌﾟ③

ﾜｰｸ

ｼｮｯﾌﾟ④,

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

9月 10月 11月 12月 1月 2月

アンケート

現場

視察会

委員会①

ﾜｰｸ

ｼｮｯﾌﾟ①
委員会②

R７年度

4月 5月 6月 7月 8月

3月

　市内4箇所に点在する地区公園（以下「地区公園」という。）は、開園から25年以上が経過し、施

設の老朽化が進んでいることに加え、一部の施設で更新時期を迎えるなど再整備が必要になってい

る。また、部分的な修繕や改修により、新旧の施設が混合するなど公園全体の統一性や魅力が失われ

つつある。

　この状況を踏まえ、地区公園の再整備に向けて、ワークショップ等を通して公園利用者や市民の皆

様と一緒に魅力あふれる公園のアイデアを考え、計画を策定する。

■計画期間

令和8年度～　※終了時期未定

■策定期間における市民参加のスケジュール

R６年度

10月 11月 12月 1月 2月

■策定の根拠（背景）

意見を反映できる余地 余地がある・ある程度余地がある・あまり余地がない

予算額

R6：  4,000 千円

上記の理由 安城市独自の構想であるため R7：28,000 千円

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

地区公園の施設状況、利用状況、立地特性やポテンシャル等を評価しつつ、新たなニーズを取り入れ

た公園リノベーションにより、利用価値や魅力の向上に資する地区公園再整備の基本構想を策定す

る。

《策定に関する掲載ページID：30705》

課名 公園緑地課 対象市民 全安城市民

様式１－２

Ｎｏ． 4 対象事項 地区公園再整備基本構想の策定
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